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は じめに

学校教育の中に創作 ダンスがお 目みえ して45年 程 を経 ようとしている。戦前の既成作

品を教 える指導から、自分でつ くりだす創作ダンスへの切 りかえは、教師たちの とまど

い と混乱 を当然生 じた。

むろん、人類は大昔か ら感情 を表現す るために踊 って きた。 これ らは決 して、 リズム

や フォームだけを追 って きたのではな く心の動 きが人々を動か し、歓び、悲哀、恐怖、

希望 などを表現 して きたのである。 したがって授業 の流れにおいて もこれ までのよ うに、

題材の選択→デ ッサ ン→ フレー ズ→作品とい う技術の一連の流れがそのまま学習過程 に

スライ ドされるのではな く、楽 しみ方の ステップ として学習過程 が押 さえられ なければ

ならな くなった。

今、我々体育教師は、ダンス本来の 「ダンスその ものを楽 しむ学習法」を追求 してい

るところである。それは、「ダンスを通 しての教育」例 えば、ダンスをす るこ とによって

協調性や創造性が高 まった とか、創ってい く苦 しみ を乗 り込 えた時の喜びの大 きさを感

じさせ ることがで きた とい うようなダンスに付随 しているもの を目あてに していた時代

は終わ ったのだ。

また、表現 ダンスの学習は子どもたちの活動欲求 を充分 に満た してないことが問題 と

なり、身体 活動 を充分 にするために指導の際の言葉がけが重視 されている。 この ように

表現 ダンスは指導力がな くてはで きない とい う観念が、教師(特 に男性)の 中に生 じ、

指導がまった くされない という状態 を生む結果に もなっている。

これ らをふ まえ、表現 ダンスの現場 がかかえている問題 を明 らかにし、その解決の手

がか りとなる方法(導 入段階 において)の 提示 を行ってみたい。
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ダンプ、学 習指 導における導 入方法について

方 法

文献 及び 資料 に よる検 討 及び、 直接 現 場 に赴 いて の実 態調 査 に よ り資料 を得 、 行 った。

実態 調査 は 、1988年 、1989年 、1990年 、1991年 、1992年 、 日本女 子体 育連 盟 主催 、学 校

体 育 講座 に参加 した小 学校 、 中学校 、 高等学 校 の現場 体 育教 師 に対 して 行 った。

考 察

1.ダ ン ス学 習、現 場 のか か え る問 題点

体 育授 業 の中 で表現 ダ ン スが 、 どの よ うに受 け入れ られ て い るの だ ろ うか。 表現 ダン

スは運動 量 が少 な く、男性 教 師 か らは充 分 に認め られ てい ない現状 が あ る。最 終的 にピダ

ン ス発表 会』 を行 う為 にその 作 品づ く りを 目的 とした授 業 が行 われ て い る。 また、運動

会で行 われ るマ スゲーム の動 きを写 しか え るだ けでの表 現 ダ ン スの授 業 が 存在 して い る。

これ らは、『表現 ダン スの授 業 は話 して ばか りで体 育 の授業 とは言 え ない。、.運 動 会の マ

スゲー ム は ダン スの要 素 を 多 く含ん で いるの で その 他 に表現 ダ ン スの 時 間 を とる必 要 は

ない。』 の よ うな考 え を もつ教 師 に表現 ダ ン スの授 業 を理 解 して もらえな い場 合 で あ る。

表現 ダン スの授業 が 行 われ てい る学校 で も、体 育館 の半 分 はバ スケ ッ トの授業 を してい

る など と好 条件 の 中で授 業が 行 われ て いる とは限 らないの で あ る。 全て これ は 、表現 ダ

ン スの学習 が 多 くの教 師 に充分理 解 され て ない こ とか ら来 る問題 で あ ろ う。 また、新 学

習 指導 要領 に示 された選 択幅 は 図1で あ る。

現在 の ところ、選択 制 の実施 は東京 都 内の 国 公立の 中学校 高校 の約 半 数 にお いて進 め

図1.新 学 習指導要領 に示 された選択幅
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(○印は必修、 または丸付 きの数字は領域の選択数 を示す)
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られて いる よ うであ る。選択制 を と り入れ るこ とに よ り男女共習 の機会が増 える と思 わ

れ るが、 男女共習 に よる ダン スを進 め る場 合、表現 ダン スが敬遠 され 、フ ォー クダン ス

や ジャ ズダンス、 エア ロ ビッ クダンス、 な どが手軽 な もの と考 え られ る傾 向が あ る。 ま

た、エ ア ロビ ックダン スはエ ア ロビ ックエ クササ イズであ り、 エア ロ ビッ ク トレーニ ン

グで あるので 、 目的か ら体 操領域 に位 置つ くもので あろ う。

次 に現場 の体育教 師 に直接 、現 在ぶつ か ってい るダン スに関す る問題点 を聞 いてみ た。

これは 、1988年(参 加者約130名)、1989年(約120名)、1990年(約130名)、1991年(約

120名)、1992年(約110名)の 日本女 子体 育連盟 主催 の学校体 育講座 を受 講 した・J・学校 、

中学校 、高等学校 の教 師(中 学校 、高 等学校 につ いては体 育教 師)と 共 に 自由討議 に参

加 し話 を聞 いた もの であ る。体 育学 習 に関 す る問題 で は、『表現運 動の 学習指 導 をあ ま り

や って いない現 状が あ る』『現場 では敬遠 されが ちな領域 で あ り、全 ての クラ スで実施 す

る とい うこ とが難 しい場 合が あ る』。つ ま り、授業 担 当の しか たで、ひ と りの教師 が、学

級 を担 当 し、年間の すべ ての内容 を指 導す る場 合 に、表現 ダン スをフ ォー クダン スに置

き換 え て しま う場 合があ る。 また、新指 導書要 領へ の移 行、実施 に関す る事 に も、『小学

校 にお いては、 中学年 、高学 年の指導 書の例 です る どさ、はげ しさ、 力強 さ とあるが、

感 じや 特徴 が似 てい るよ うな気が して うま く分類 で きない。』 『中学校 で の男女選択性 の

実施 で 男子に もダン スの機 会が あるので小学校 で子 ど もが表 現 ダ ンス未経験 で はい けな

いので はないか。』 の よ うな問題点 を挙 げて いる。 表現 ダン ス指導 に関 す る事 では、 『低

学年 の時 に いっ さい表現 ダン スをや った こ とが ない高学年 の表現 への と りか か りの難 し

さ。』 『小学校 で運動 会の マ スゲー ム しかや ったこ とが ない 中学生 への導 入の仕 方。』 『は

ずか しさを取 りのぞ き、 身体 をい っぱ いに使 わせ た いが、 なかなか難 しい。三 『表現 ダ ン

スは で きる人に まかせ て本 人は動 こ うと しない。』 と、導入段階 での教 師の悩 みは 多い。

また、『動 きが未熟 で も好 きに なる とい うことが表現 ダン スでは難 しい。』『子 ど もの動 い

てみ たい、 ～に な りたい とい う願 いが なけれ ば、学 習は本来成 りたたない と思 う。 その

為の題 材の選 び 方、 出会わせ 方、課題 の もたせ 方が難 しい。』 『子 ど もた ちの 創 った 作品

に対 す るア ドバ イスの 内容 が思 いつ か ない、 ど う指 導 して い いか わか らな い教 師 も多

い。』 などの 問題 点や 意 見 もあ った。

次 に実際 に小学校 、中学校 、高等学校 と体 育の授業 を して きた子 供た ちは表現 ダン ス

に関 して どれ だ け接 して きてい るの だ ろ うか。 宮本 は中学生 につ いて1989年 に図2の よ

うに報告 して いる。 また高野 は高校生 につ いて1980年 に図3の よ うに報告 して いる。 ま

た、古 川 らは大学生 につ いて1987年 に図4の よ うに報告 してい る。

次 に表現 ダン スに関 して どの よ うに思 って いるの だ ろ うか。中村 は1980年 に図5の よ

うに報告 してお り、酒井 は1987年 に図6の よ うに報告 してい る。 また、T女 子大学1年

生 に授 業前 に同 じ質 問 を してみ る と、酒井 とほ とん ど同 じよ うな解 答がか え って きた。
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図2.表 現 ・ダンスの経験 と好 き嫌 い

宮本乙女(お 茶の水女子大学附属中学校)

Q.小 学校で 「表現 ・ダンス」を しましたか。

男子39名 はい25名 灘
女子88名 はい67名

Q.「 はいの 入」 その時の印象は

好き 普通 嫌 い
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図3.表 現 ・ダンスの経験

高野章子(都 立国分寺高等学校)

Q.小 ・中学校で 「表現 ・ダンス」を しましたか。

女子 a46% 朔
が多

話藪
驚
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.

a .表 現学習、作品づ くりを経験 した生徒

b.基 本 ステ ップや既成作品を学習 した生徒

c.フ ォー クダンスのみ学習 した生徒

d.ダ ンスは何 も学習 しなかった生徒

あ らゆ る学 習 に とって動 機 は重

大 な要素 で あ る。 したが って、現

場教 師 の言葉 に もあ った よ うに、

子 ど もた ちが踊 りた い、 ～の よ う

に動 いてみ た い と思 わ ない と、表

現 ダン スの学 習 は、 非常 に 困難 に

な る。 いか に して 、 この 踊 りた い

と思 う刺激 が与 え られ るか とい う

こ とが、表 現 ダン スの学 習 の成 立

にか か って いる。特 に導 入段 階 は

今後 の表現 ダ ン ス学 習 に対 す る意

欲 、希望 が大 き く左右 され 、子 ど

もたちの ダン ス観 を決定 づ け られ

る もので あ る。 図2を 見てみ る と

か な りの 生徒 が小 学校 時 に表現 ダ

ンス を経験 して きて い る。 しか し、

図3、 図4と 年令 が上 が るに つれ 、

経験 して きた割 合が減 ってい る。

そ の時代 、地域 に よ って か な りバ

ラッ キが ある と思 わ れ る。 ここで 、

特 に注意 すべ きこ とは、図4の 男子 学生 の97.7%は 表 現 ダン スは全 く行 って こ なか った

こ とで あ る。 表現 ダン スは、 内的 イメー ジ を表現 す る創造 的 な動 きの 自己表現 で あ る。

競 争 して勝 敗 を決 め た り、障 害 を克服 した りす る他 の運動 と異 な って、 自己 を表現 す る

とい う精 神 活動 を ともな う運動 で あ る。 自己 を表現 す る とい う精 神活 動 は、音 楽 、作文 、

絵 画 な ど と同 じよ うに 自由 な中 に美 を求 め 、情 緒 にゆ り動か され 、創 造性 を培 い、 リズ

ム の 中に存在 しなが ら 自己 を表出 す る とい う活動 で ある。律動 的 な大 筋運 動 と自己表現

とい う精 神 活動 二つ の側面 が お互 い に働 きか け合 って 各 自の オ リジナ ル な表現 ダ ンスが

生 まれ るの で あ る。 表現 ダン スで しか味 わ うこ とが で きない楽 しさは こ う した特 質の 中

で考 え られ よ う。 この楽 しさを感 じるチ ャ ンスが 男子学 生 には 、特 に少 なか った の であ

る。 今後 は新指 導要 領 に よ り、 男子 に もか な りの その チ ャ ン スが与 え られ る こ とに な っ

た。 だが 、 男子 は もちろん 、女子 にお いて も小学 生の 時 に ダン スに対 して楽 し さをみ つ

け る こ とがで きなけれ ば、選 択 の段階 で シャ ッ トア ウ トされ て しま うだ ろ う。

他 の スポー ツ、 例 えば球技 な どは、 『相 手 に ボー ル を とられ ない よ うに しよ う。』 とか 、

『今度 は シュー トした い。』の よ うな小 さな こ とや 『試合 に勝 ちたい。』な どの よ うな大 き
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図4.表 現 ・ダンスの経験

古 川佳子(城 内小学校)、 今雪美千恵(福 岡教育大学)、 井 口美智代(浮 羽高校)

Q.小 ・中 ・高校 までに 「表現 ・ダンス」 をしましたか。

男子44名2.3%・ 」・学校

0%中 学校

0%高 等学校

97.7%な し

女子42名

図5.

Q.

33.3% 小学校

83.3% 中学校

85.7% 高等学校

0% なし

ダンスが嫌 いな理由

中村 久子(徳 島大学)

「ダンスが嫌 い」 と答えた人に聞 きます。

創作 に関す る理由

目あてに関する理由

運動欲求に関する理由

運動技術に関する理由

精 神 的 理 由

29名

:三:1:三:崔需:::::::作 品 を しあげ るの に苦 労 す る

6名 創 るのが嫌 い

その理由は何ですか。

創る ときに考えがでて こない

12名

16名

葦謬三≡灘羅蓑暮ll
o● ・ し △9」 　」_L」b▲ 亀r畠ψ

6名 うま くなった感 じがわか らない

:1:蜘 ≡;恥 ず か しい

中学校2・3年 生 ダンスが嫌 いな生徒42名

どうしてよいかわからない

思 いきり身体 を動かせ ない

うま く動けない

図6.体 育 ・ダン スの 好 き ・きらい調 査

酒井 一(長 野 県松 本市 二 子小学 校)

Q.あ な た は体 育 ・ダ ン スが好 きです か。 嫌 い ですか 。

体 育1.2%

勿
小学生

1～6年 生

1ク ラスずっ

260名

≡・ ・::::::::会6%:::::::::≡≡ ≡臨 ≡ ≡ ヨ10%9%
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な希 望 、 目標 が学習 者 に沸 きや すい。 また、子 ど も自身、「あ っ開脚前 転 がで きた。…f相

手チー ム に勝 った。』な ど と結 果 も判断 しや す い。 これ は同 じよ うに教 師 に も言える こと

で、型 が は っ き りして い るか ら、 『で きて いる。』 『まだ、 で きてい な い。』 『ヒ達 した。4

な ど、実 感 しや す い。型 の決 って いる ものは 、完成 された その技 へ の技 術指 導が 、現場

で は まだ まだ中心 に な ってい る。 指導 書 を読め ば 、 ど こを注意 、教 え た ら良 い か、次 の

段 階 の練 習方 法 は どの よ うな ものが あ るかが 、全 て わか る。 しか し、 表現 ダン スの授 業

で は表 現 ダン スは、心 と身体 が 、 自分の イ メー ジの世 界で 自由 に飛 び 回 り、遊 び、 自分

の世 界 を創 る こ とで あ るため、 この よ うな技 術指 導優 先型 は、通 用 しない こ とが 多い。

したが って、 子 ど もた ち1人1人 が 自分 の個性 を出す 大切な場 なの で 、画 ・的 な指導 は

で きないの であ る。 現場 の教 師 の言葉 に もあ るよ うに、 どの よ うな言 葉が け を して い い

か と、 とま どって しま う理 由 は ここに あ ったの だ と考 え られ るの では ない か。 この 問題

を未解 決 の まま授 業 をす る と、 ダ ン スは 自分 で 創 り、踊 る もの だ か ら と、 初め て ダン ス

をす る 子ど もた ち を放 任 して しまった り、形 を意 識 しす ぎて 、動 きの指 導 のみ とな って

いた りす るので あ る。 これ らを解決 す るた め に次 の よ うな提 案 を した い。 まず 、 表現 ダ

ン スは 、 『創 る』、 『踊 る』、 『観 る』とい う3つ の要 素 か ら成 り立 って いる。 それ ぞれ 大 き

な魅 力 を持 って い る。 表現 ダ ンスは、 気持 ち、心 が動 けば、誰 に もで きる もの で 、 自己

に陶酔す れ ば 入 を創造 へ と向 かわせ る といえ る もの で あ る。 しか し、導 入段 階 か ら自己

に陶酔 させ るこ とは なか なか 困難 で あ る。 導 入段 階 で は、後 に具体 的 な指 導例 を提 示 し

てみ るが、運 動 イ メー ジ を触 発す るよ うな方法 が受 け 入れ られや す い よ うで あ る。 表現

ダ ン スの楽 しさ を少 しで も知 った うえで 、他か らの 意 見、感 想 に よって 自分の 踊 りを構

成 の変 化 よ りふ くらん だ イメー ジで観 る相 手 を意識 した作 品に な ってい くで あ ろ う。 さ

らに 人に観 て もらいた い とい うよ うな欲求 が生 まれ 、1つ の 自分 の作 品 を踊 り込 む よ う

に なる。 これ は全 て踊 る こ との楽 しさを中心 に運ば れ てい る もの で あ る。

しか し、図5に あ る よ うに子 ど もた ちは、 いずれ も踊 って楽 しむ こ とよ り創作 に 重点

をお いて い るため に引 き起 こ され る抵 抗感 が あ る。 特 に、 『恥 ず か しい』か ら ダン スが嫌

い な生 徒 には 、表現 的 に動 く(踊 る)こ とか ら始め ず に、動 いて いる うち に動 きが 表現

的 にな る よ うな指導 を考 えるべ きで あ る。具 体 的 に、T女 子 大1年 生60名 に次の よ うな

導 入で行 って みた。 導 入方 法の1つ と して提示 してみ た い。 学 習者 が図7の よ うに座',

て い る とすれ ば、前 例 か ら順 々に両 手 を上 げ て、 下 ろす、 これ を続 けて 後 列 まで行 う。

次は 両 手 を上げ る時 には立 ち、下 ろす時 には座 る。 最近 、 サ ッカー の試 合 の応援 な どに

見られ る 『ウ ェー ブ』 の動 きを学 習者 にや って もら う。 自然 に 自分 の手 を ヒげ る タイ ミ

ン グを読 め る よ うに な る。 イ メー ジ を聞 くと、 『波』 「風』 な ど とそれ ぞれ 、そ の簡 単な

動 作 の 中に 、 自分の イ メー ジを感 じ とって い る。 ここです で に学 習 者 は 表現 ダ ンス を始

め てい るの であ る。 もちろん、 ダン ス、 ウ ォー ム ・ア ップ として簡 単 な リ ズム にのせ て 、
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日常動 作的 な動 き、(手 をた た く、歩 くな

ど)を 全員 で働 くこ と も1つ の方 法 であ

る。 しか し、 これ は教 師 自身が表現 ダ ン

スに対 してあ る程 度 自信 を持 つ こ とが で

きてな い となかなか実 行で きない場 合が

多い よ うだ。 『恥 ずか しい』を理 由に して

いる学習者 に は、私の 経験 か らも前者 の

導入方 法の ほ うが有効 で あ る と思 う。 後

者の導 入方 法 では、恥 ずか しさを取 りさ

ろ う とす る あ ま り、『もっ と大 き く動 こ

う』 とか 、『よ く見 てね。』 な どの言葉 が

けを 多 くして しま うが 、恥 ずか しい と感

じて い る学 習者 は、 その言葉 が けに よって よ り身 を固 くす るケー スが 多い よ うであ る。

前 者の 方法 では 『恥 ず か しさ』 を と りさる とい うよ りは前 の 人の動 きに身体 も心 も引 き

ず り込 まれ て、他 者の 目を気 にす るこ とが 少な いよ うで あ る。 その後 、 『波』を発展 させ

るため に前列 か らだ けでは な く後 ろか ら、左右 か ら、斜め か らと、動 きは単 調 だが 方向

を変化 させ てみ る。 そ して、 次 には座 るだ けで な く伏せ てみ た りと動 きを イ メー ジ とか

け合 わせ なが ら大 き くして い くこ と も難 しくなか った。学 習者 が動 いた後 に 『これ で表

現 ダン スにな るん だ。』、 『結構 、簡単 なんだ なあ。』 と感 じるこ とが で きた ら、 導入段階

の課題 で ある、・気分 をほ ぐす ・イメー ジをほ ぐす ・課題へ の動機 づ け にな るであ ろ う。

恥 ずか しが らず にや りな さい とい うよ り、恥ず か しが らずに で きる課 題 を与 えてあ げ る

こ とのほ うが重要 で ある。踊 るこ との楽 しさ を知 る こ とがで きれば 、 自然 と解 決 して い

く問題 で あ る と言 えよ う。

子 ど もた ちの創 った作 品 に対 す るア ドバ イス をいつ も的 確 に与 え るこ とはた いへん難

しいこ とで あ る。 子 ど もた ちが動 きにつ まって いる と きには 、子 もた ちの心 に刺激 を与

えてや るこ とが重要 で は ないだ ろ うか。 人 は誰 で も何 らかの刺 激が あれ ば、何 らかの 反

応 をす る。 しか し、必要 として い る刺激 を言葉 が けのみ で与 え るこ とは 困難で もあ る。

そ こで、音楽 、絵 画 、図鑑 、写真 、映 画 、VTRな どを利 用す るこ とは イメー ジの広 が

り、動 きの ヒン トだ けで な く、 よ りよい流れや ま とま りを創 る こ とに もたいへ ん有効 で

あ る。教 師 は これ らを子 ど もた ち 自らが選 択 し、利 用で きるよ うにす るこ とが よ り大 切

で ある。 また、忘 れ てな らないの が、表現 ダ ンスの楽 しさの1つ で もあ る 『観 る』 とい

う行 為 であ る。 子 ど もた ちが 、お互 いの作 品 を観 る楽 しさが、教 師の 目で は気付 くこ と

がで きなか った その作 品の良 さを見つ ける こ ともあ るだ ろ う。 したが って、 表現 ダン ス

の評価 に も言 えるこ とだが、教 師が 考 えたの とは別 のア ドバ イ スが子 ど もた ちか らお互
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い にで きるの で あ る。 その 為 に1時 間の 授業 の 中 にお互 いの 『見せ 合 い』 の時 間 を設 け

るべ きであ る。 それ は、1人 が全 員の前 で 発表 す る とい う形 よ り、全 員 を半 分 に分 け、

数十 名 が一度 に踊 る形の 方が 、初段 階 で は、受 け 入れ られや す い よ うで あ る。 そ して 、

そ こで 踊 りっぱ な しにせ ず 、 児童 ・生徒 に 「お もしろか ったの は誰の 動 き?」 と問 いか

けた り、 「○○ さんの動 きは × ×の感 じが す ご く出て いたね 。」 な どの感 想 、助 言 を言葉

に してみ るこ と も心 が け たい もの であ る。 これ は、作 品の 評価 に も言 え るこ とで ある。

それ に加 えて ダ ンスは一過 陛の もので あ り、数値 として の記録 が残 る もの で ないか ら、

作 品 をVTRな どに収録 し、自分 の作 品 を観 る機 会 を与 えてや る こ と も大切 で ある。例 え

ばT女 子大学 の1年 生が 自分 の作 品や他 の学 生 の作 品 を観 ての感 想 で、『私 は 「もちつ き」

とい う作品 が一 番お もしろか った。お もちの ねば りの あ る ところが とて もよ く表現 され

て いた。私 た ちの作 品 は もっ と全身(顔 の表情 も含 む)を ふ るえ る とこ ろはふ るえ 、弾

む ところは弾 ん だほ うが良 か ったの で は。次 回 は もっ とが んば りたい。』 と書 いて い る。

この よ うに 、VTRを 見 る こ とによ って 自己評 価 す る こ と もで きるの で あ る。また 、これ

らの こ とは経 験 の浅 い教 師た ちに も可能 な方法 だ ろ う。

ま と め

今 日、 ダン スの種 類 は 、 多種 多様 で あ る。 バ レエ 、 日本 舞踊 、 ジャ ズダ ン ス、 タ ップ

ダン ス… 。 それ らは 、 その 一つ 一つ が た いへ ん魅 力 的で あ り、 ダ ン ス人 口は増 すば か り

で あ る。 生涯体 育 を考 え る時 、 人の好 み、体 力、経 験、価 値 観 な どか ら、 自分 に 合 うも

の を選 び楽 しんで い る。 ここで言 える こ とは、経験 の あ る もの は入 りやす く、経験 の な

い もの は ため らいが ちに なる。 踊 る こ との楽 しさ、特 に表現 ダ ン スは、最 終 的 に 自分 を

表 現 したい気持 ちに とらわ れ るだ ろ う。 そ れは 、絵 を描 くこ と、音 楽 を作 る こ と、文 章

を書 くこ とに も同 じこ とが 言 え る。 他 の 人に 自分 を知 って もらいた い、 自分が表 現 した

こ とを理 解 して もらいた い。 この ため に、 自分 を知 るこ とが 重要 な事 に気 付 くの で ある。

表現 ダ ンスは、私 た ちの 日常 生活 の延 長で あ る。 したが って、誰 も 「で きて い る。」「で

きて いな い。」な ど と判定 す る こ とは で きな いの で い る。 よ り自分 を表 現 す るに は、 ど う

工 夫 した ら良 いか わか らない時 には 、教 師や他 の友 達 の美感 をぶつ け る こ と も1つ の方

法で あ ろ う。 ここで教 師 は、 自分 の め ざす高 い技能 へ い かに全 員 を引 きあ げ るか をめ ざ

す こ とに執 着せ ず あ くまで、個 々の 力 に応 じて ダン スの楽 しさを知 らせ る助 け を して、

自 ら向 う姿勢 をは ぐ くむ こ とを助 け なけれ ば な らない。

これ らの こ とを踏 まえた上 で、 表現 ダン スを学 習 す るチ ャ ンスが 与 え られ た、学 習者

には導 入段 階 を大上段 にか まえる こ とな く指導 して い くこ とが望 ま しい。 例 えば 、 『花 』

を教 師が題 材 に と り上 げ た時、教 師 が想像 して い る作 品 に近 づ け よ う と して、 児童 ・生
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徒 の指 先 を伸 ばす こ とを指導 す るの はナ ンセ ンス と言 えよ う。教 師は 、導 入段 階 を、表

現 ダン スの 困難 さ を指導 す る場 と して しまわ ない こ とで あ る。 そ れ よ り も 『花』 とい う

題 材 か ら学 習者 は、 どの よ うに刺激 され たか を理解 す るこ とが、感 じる こ とが 重要 で あ

ろ う。 導 入段 階 の学 習者 の動 きか らイ メー ジは た くさん沸 くが、動 きにで きない、動 き

はす ば ら しいが イ メー ジに乏 しい な ど と各 自の これ か らの課題 も徐 々に 見 えて くるで あ

ろ う。 せ っか く学 習の チ ャ ンスが ダ ンス嫌 い を作 るこ とに な らない よ うに したい もの で

あ る。

確 か に今 回、現場 の教 師 の言葉 に もあ った よ うに 「表現 ダ ンス」の学 習指 導 は難 しい

面 もあ る。 しか し、他 の種 目では味 わ うこ との で きな い身体 を使 って 自己 を表現 す る楽

しさ を、学 習者 に体 験 させ て あげ たい もの で あ る。
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